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ECGニ闘スル今村教室ノ溌表ニ就テ

烏潟 隆 連

BCGノ強防注射ヲ受ケタ者ハ10%位ニ潰蕩ヲ費生スルト言ハレテヰマス。コレガドウモ面

白クアリマセン。『注射ヲ巌重＝正シク皮内ヘセヨ，皮下へ漏レJレト潰蕩ガ生ジ易イ」ト今村教

授ハ申サレマスガ，（日本臨床，第l巻，第1披， 16頁）ソウナルトL潰蕩ハ曹師ノ技術上ノ過失

デアル寸トサレ乗ネマスマイ。コレモ亦タ面白クアリマセン。兎角潰蕩費生ノ！貼デ BCGニハ

慨ミガアリマス。

ソコデL多少殻カガ劣ツテ居ツテモヨイカラ潰蕩ナドノ護生セヌ結接尭疫元ハ無イカ寸トハ誰

シモ考へJI-コトデ：アリマセウn ソコデ日本人トシテハAOトカLコクチグン寸トカ＝目ヲ注ガナ

ケレパナラナクナリマス。

烏潟ハLイムペヂン1易経説＝立脚シ結按菌ニ閥シテモ亦タLコクチグン1ノ優秀ナルコトヲ立謹

シテ多年比較研究ヲ建ヂ来リ，教室嘉ノ海ノ研究デハ結按菌Lコクチグン1封 BCG封AOノ（個

々ノ結接菌株ノ固有性＝煩ハサレザノレ）兎疫元性能働力ノ割合ハ100封80封70ノ比＝ナツタコト

モ詳細＝護表サレテヲリマス。

今村教授及ピ共ノ教室カラノ：護表ヲ鳥潟ハ今度復タ讃ミ直シマシタガ， BCG トBCGLコク

チグン1 トノ比較或ハ BCGト結按菌Lコクチグン 1トノ比較研究ナわ、今村毅室デハ全然議行

サレテヲリマセン。

80度1時間或ハ100度2時間加熱 BCG5.0-10麗ヲ以テノ費験ハアリマスガ， ソレハしコクチ

グン1デハアリマセン。

マタ人型青山結接菌ノ肉汁培養ヤ結按菌ノ食盤水浮世宇液ヲ 100。c1時間加熱シタルモノ或ハ
青山B菌肉汁培養ヲLコルベン寸ニ入レタ佳100。C＝テ1時間加熱シベルケフヱルド＝テ浦温シ

ク櫨液ヲモ賞験＝供シテヲラレマシタガ， ソレ等ノ何レモLコクチグン1トハ申サレマセン。

今村教授ヤソノ教室員各位＝ハLコクチヂン寸トハ何デアルカトイフ事ガテンデ合得サレテヲ

ラヌト申サネパナリマセン。何ノ根擁モ無シ＝菌液ヲ 100。C デ1時間トカ2時間トカ加熱シ夕、

ルモノ或ハソレヲベルケフエJレド滴過デ得タ櫨液ガ郎チLコクチグン寸デアルト考ヘテヰルラシ

イデスガ杢ク建ヒマス。

Lコクチヂン1トノ比佼研究ヲ何ーツ透行Wテヲラヌトノ抗議ハコノ位＝止メテ置イテ，サテ

ソノ『加熱死 BCGデハ生 BCGノ：如ク著明ナ兎疫ガ叢生シナカツタ』トイフ今村教室ノ事費ハ

『生活 BCGデナケレパナラヌ』トノ断定＝向ツテ絶封的デハナイノデアリマス。

同一同量ノ出費材料ノ下デハ生活力ヲ絶タレタ BCGカラ出yレ尭疫元性物質ノ綿量ハ或fレ一

定ノ限ラレタル分量子シカナイケレドモ，生活 BCGガ組織中へ詮ラレルト組織中デ繁殖モ出
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来ルシ，ソレガ出来ナクテモ個々ノ：生菌ガ共ノ周囲（組織液中）へ放問ス／レ水溶性ノ菌物質帥チ

茎茎三重ハ死菌ノソレヨリモ大量デアリ且ツソレハ BCGト個鵠（組織）トノ相互闘係デ種々ナ

ル質的及ピ量的ノ差ヲ示スベキコトハ常識的＝モ首？？サレルノデアリマス。

『生菌ガ必要』ト申スノハ『生菌ガ周閣へ放出スル毒素（是帥チ発疫元）ガ必要』トイフコト＝蹄

着スルモノデアリマス。ソレ故＝必ズシモL生菌1ヲ組織中へ遺ラナクテモ，例ヘパAOヲデモ

Lコクチヂン1ヲデモ必要量ダケ主主入スレパ設果ノ大小ハ兎＝角ニソレデ以テ抗結核菌感染力ノ

増強，卸チ俗＝所謂後天性発疫ヲ顕著＝建成シ得ルノデアリマス。 L生菌寸ソノモノ、ガ免疫元ト

シテドコ迄モ絶封＝必要ナル諜デハナイノデアリマス（鳥潟教室ヨリノ立詮ヲ参者アレ）。

同一同量 F出費材料デハL死菌寸ヨリモL生すノ方ガ発疫殺泉大ナルベキコトハワザワザ賓験

シナクテモ最初カラ判リ切ツテヰル事デハアリマセヌカ。 ．， 

サテL?E菌寸ヲ作ルノ＝80°c1時間トカ 100。c 2時間トカノ加熱ヲ建行シタノハ一関如何ナ

ル理由カラデアリマスカ。 Lコクチヂン寸ヲ針立サセテノ貫験ノ目的ナラパE式本格的ナル Lコ

クチグン可ヲ針j限＝取ラネパナリマスマイ。マタ皐＝ BCGノ：生活力ヲ絶ツ，ダケノ目的トシテ

ハ前記 F如キ加熱ハ頗ル異様ナル殺生方法カト存ジラレマス。本来何ガ目的デ有ノ：如キ異様極・

マル殺生方法ヲ遂行サレタノデアリマスカ。

同一同量ノ出費材料デハ死 ECGョリモ生 BCGJ方ガ克疫款果大ナルベキコトハ飴リ＝モ

明白て摩墜之と泊三E型盟三業デアリマス。併シ『死 ECG.／用量ヲ一定度ニ増加スルナラ
パ生 BC沼 f；或／レ興へラレタル一定量 ト同等以上＝発疫殻果ヲ示スノデハアルマイカ』トノ疑

問＝針シテハ是非トモ『寅験的ノ解答』ガ興ヘラレネパナラヌモノデアルノ＝，今村教授ハ『大

量＝用フレパ話1i1宇用ヲ伴フぺシ，コレ死菌ノ不利ナル賭ナリ』（結核，第6巻， 823頁及ピ832頁）

ト申サレテ一切想像デ片附ケテヲラレマス。併シ此賭コソハ賢験結果＝テ立詮セネパナラズ，

推測ダケ＝テハ情サレヌ事柄デハアリマセヌカ。現＝烏潟教室カラハ生 BCGヨリモしコクチ

グン1 ノ方ガ多量ヲ使用シ得／［..モノデアツテ，従ツテ生 ECGョリモLコクチヂン1ノ方ガ発疫

殺果ヲ大ト矯シ得ノレモノデアル事ヲ賓験的ニ詮明シテヰルノデアリマス。

結接発疫元ノミ＝限ラズ一般＝（無しイムペヂン－， ＝シテ且ツ文無菌樟デアノレ） Lコクチグン7

ハ生死＝拘ラズ，菌鰹ヲ含有シテヰルLワクチン寸類ヨリモ作用域（極量）；ガ大デアリテ且ツ達成

シ得／レ限リノ（極限的ノ）最大教果モ大ナルモノヂア／レコトハ既＝十二分＝確誼情ノコトデアリ

マス。

『生 BCGデナクテハナラヌ』 トF主張ガ誰ノ前ヲモ通過シ得ル鴬＝ハ， BCG＝石茨酸ダケ

ヲ加ヘテ殺生シタモノトカ或ハLアナトキシン1乃至Lアナワクチン 1ヲ作ル仕方＝従ツテLアナ寸

区立（懐栴）ドモヲ作リ，ソレ等ト生 BCGトノ殻力事力ノ閥係ガ研究サレテ居ラネパナラヌ

ノ＝． ソノ研究ハ今村教室登表＝ハ金ク紋ケテヲリマス。

モシモ以上ノ：如キ研究ガ今村教室＝アツグナラパ強イテ生 BCGヲ使用スル＝ハ及パヌモノ



鳥海. BCG－＝閥スル今村教授ノ護表＝就テ 461 

デアツテLアナ＇ BCG （或ハLフォルマリン寸BCG）デモ十分ニ生 BCGデ達成シ得ル位ノ；最大克

疫程度（多分ソレ以上）ヲ達成シ得ルモノテvアルトノ結論ヲ得タカモ知レマセンロ今カラデモ耀

クアリマセヌカラ是非トモ此種ノ比較研究ヲモ途行シテ頂キタイノデアリマス。

惰文生 BCGヨリモLアナ寸BCGl方ガ優ツテヰルトノ結論＝ナリタリトシテモ， ソノLアナ1

匹旦ヨリモミ~笠乙丘三三.， l方ガ更＝優ツテ居リ，ソノ Lアナ＇BCGLコクチヂン1

ヨリモ主難関乙忽竺どノ方ガ更＝ー屠優ツテヰルトノ結論＝ナルデアラウ事ハ鳥潟教

室＝於ケル種々ナ／レ研究結果カラシテ類推シ得ル所デアリマス。

兎＝角.：＝.Lアナ1 BCGデモ十分＝目的＝叶グトイフ事＝ナレパ強防液ノ；製造，保存，輪選モ

容易＝ナリ，マタ生 BCGJ如ク＝難治ノ潰蕩ナドヲ多分裂生セヌデアリマセウカラ（想像），

是等ノ種々ナル閥係土俵程人助ケニナIレノデハナイカト考ヘラレマス。百尺竿頭E歩ヲ進メテ

入型結接菌lコクチヂン刀、生 BCGョリモ優ルトノ烏潟穀室ノ比較研究結果ヲ今村穀室デモ認

メ得ル＝至ルモノト確信スル次第デアリマス。

所デ生 BCG,Lアナ.，BCG, BCG Lコクチヂン1人型結按菌Lコクチグン1ナドハ何レモ立揚

ガ異ルノデアリマスカラ，一関何ヲ基準＝シテ教果ヲ比較致シマスカ。所謂同一用量ヲ以テ F

比較ナドハ何ノ意味ヲモ嬬シマセン。

ソコデ比較セラルぺキ種々雑多ナ結稜亮疫走各自ノ使用量ヲ遮加シテ，各自ヲシテ各自ガ到

建シ得／レグケノ；最大ノ尭疫程度ヲ拳ヂシメルノデアリマス。

コレハ必ズ賓現出来ルノデアリマス。世上一切ノ事物ユハ皆悉ク限界ガアルノト同ジタ，発

疫獲得ニモ限界ガアルモノデアツテ，尭疫元ノ用量ガ増大スル＝従ツテ建成サレル尭疫程度増

加ノ率ハ漸笑＝低下シ，建エハ或／レ一定ノ用量ノ時＝尭疫獲得程度ガ最大＝建シ， ソレ以上＝

尭疫元ノ量ヲ増加スルト今度ハ逆ニ売疫費生程度ガ却ツテ前ノ最大値ヨリモ次第＝減少シ来ル

モノデアリマス。

ソレ故＝上述ノ如キ賞職方針＝依リテ BCGナリ， BCGLコクチダン1ナリ或ハ人型結按菌しコ

クチグン寸ナリガ各自＝達成シ得ル限リノ暑さ要望望星ヲ求メルコトガ出来マス。サスレパ此

ノ最大尭疫程度ノ大1J、順位＝ヨリテ比較セラ／レベキ各種尭疫元ノ優劣ノ順位ハ勿論，優劣ノ：程

度サヘモ明示シ得1レモノデアリマス。

今村教室ノ研究ノ仕方＝ハ前述ノ如キ研究方針ガ竜モ看取サ砂マセン。 BCGノ用量ヲ下カ

ラ上へ 0.001,0.01, 0.2, 1.0, 5.0, 10.0, 20.0ト組大＝且ツ不規則＝増加シ，感染用＝ハ試獣

腹壁皮下へ人型結核菌1麗 .l 1）百分ノー， 2）千分ノー， 3）ー寓分ノー， 4）十高分ノ寸， 5)

百寓分ノー， 6）千寓分ノーダケ6ケ所へ注射的金量トシテハ各頭.：＝.0.0111111麗ヲ使用シテ居

リマスガ，コレモ組大デアリマス。此ノ如キ仕方デ、ハ BCGヲ以テ海狽＝向ツテ達成シ得ル極

限的ノ最大亮疫程度ナドヲ把握スルコトハ思束ナイノデアリマス。現＝ソレガ出来テ居リマセ

ン。
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鳥潟教室ノ研究デハ成熟家兎ノ耳静脈注射ニテ ECGヲ以テ達成シ得ル最大発疫程度ハ用量

約15麗（詳シク言ヘバ約0.0035括ノ菌容量）デアリマシタ。ソレ故＝－ BCGノ種類ガ同ーデナイ

＝シテモ今村教室エテ海保＝向ツテ20麗ノ ECGノ静脈内注射ナノレモノハ既ニ極量ヲ飴程超過

主主主乙ト考ヘネパナリマセン。郎チ20臨海摂群ノ獲得セル発疫程度ナ／レモノハ ECG＝－テ達

成シ得fレ最大免疫程度以下へ飴程低下シテヰル筈デアリマス。然ル＝ソノヨウナ所見ヲ今村教

授ハ少シモ注意シテ居リマセン。

今後 ECG,Lアナ＇ECG,Lアナ＇ BCGL::iクチヂン1或ハ進ンデ人型結按菌Lコクチヂン1ナドヲ

比較研究サレル際＝ハ是非トモ各自ガ達成シ得ル限リノ最大免疫程度＝依リテ各種発疫元ノ数

カヲ比較的マタL菟疫元ノ用量1ト」発疫数果1トノ相互関係ヲ明示h ソレデ以テ L各種充疫

元ノ極量寸ガ判明スルヨウュ貫験シテ頂キタイノデアリマス。樫童主主！！？＿と三’一最大数果モ分

ラズデハドウシテ BCGトLコクチダン寸トノ殻果ヲ比較スルコトガ出来マセウカ。併シ『BCG

＝ハ一定ノ免疫殻果ガ顕著＝アノレ』トイフ事ハ今村教室ノ研究結果デモ十分ニ首肯サレ7 ス。

所ガ遊デ申サネパナラヌ事ハ感染賓験デアルトシテ生活結按菌ヲ『皮下へ』注射シタコトデア

リマス。結稜感染ノ主ナル門戸ハ程星回デハナクシテ皇率重坦デアリマセウ。然ラバ BCG.1 

尭疫数果ヲ検スル＝モ経気道的カ， 、経静脈的カ或ハ結按菌ヲ直接＝肺へ注射シテ，何ヲサテ置

キテモ肺ノ抗感染カガ何ノ程度＝増大シテヰルカヲ賓験＝問フペキデハアリマスマイカ。皮下

結締織ガサモ結按感染ノ門戸ナルカノ如ク＝取リ扱ハレ共所へ結該菌ヲ注射シテ，ソノ局所ガ

結接菌ヲ喰ヒ止メルカドウカ或ハ結核菌ガ共ノ局所ヲ突破シテ配下淋巴腺内へ侵入スルカ或ハ

肺，牌，肝等ノ深部ヘモ侵入スルカナドノ詮議ハ最重要ナル『肺ノ抗結接感染力』ヲ第一義的ト

シテ取リ上グベキコトヲ金ク無視シタモノデアツテ， BCGノミナラズ一般＝結按免疫元＝依リ

テ抗結緩菌感染力ノ増強ヲ検スル仕方トシテハ金ク横路へソレタ行キ方デハア。リマスマイカ。

結接ノ疫率的乃至免疫撃的強防＝向ツテハ重賭ヲ『肺結按ノ珠防』＝置カネバナリマスマイ。

サスレバ BCG.1議防殺果ヲ判定セント敬スJt..＝.営リテモ，肺ノ抗感染カガ如何ナル程度＝高

主主！＿！！：.！！...ヲ検スルコトヲ主タル目的ト震シ，結核菌ヲ直接＝肺へ注射的結按菌ガソ f局所

ニテ全部喰ヒ止メラレfレカ或ハソtシヲ突破シテ如何ナル程度＝領域淋巴腺へ侵入スJレカ，更＝

マタ牌，肝，腎等ヘモ散逸スルカヲ検スベキデハアリマスマfカ。皮下結締織ナドガ此際問題

＝セラルベキデハアリマスマイ。

烏潟教室デハ原則的＝上遁ノ方針＝テ賓験ヲシテヰルノデアリマス。ヨレハ結按克疫元ノ最

重要ナル目的ハ兎＝角＝『肺ノ抗結按感染力ノ増強デコソアル』トイフ確乎タル目標ヲ持ツテヰ

Jレ研究者ナラパ一斉＝首肯スル所デアリマセウ。皮下結締織ノ抗感染力ガ増強シタカラトテ肺

ノ抗感染カモ同様ナリトハ決シテ申ザレズ， ソレハ別＝賞験的＝立詩サレネバナラヌ事デアリ

マセウ。

今村教授ハ本年四月京都＝於ケル結按病率合ノ席上デ烏潟＝封シテ『寅験的眼結按ノ珠防数

， 
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果ヲ指標＝シグノデハ結接兎疫元ノ優劣ナドハ判定出来ヌ』トノ意見ヲ~、ベラレマシタガ，例

ヘパ天然痘ノ感染デモ明白デアルヨウニ．眼球以外ノ全個鰹＝抗感染力ノ：増強ガ顕著デアツテ

モ眼球ハ必ズシモソレト歩調ヲー＝セヌモノデア／レノハ周知ノ事デアリマス。ソレ故＝眼球ノ

売疫関係ハ恰カモ濁立ノ個鵠デアルカノ：如ク＝別個＝立詮サレネパナラヌモノデアリマス。

今村教室カラ Ji鰹皮下結締織感染法デ示サレタヨウ＝共ノ個櫨ノ眼球モ亦タ皮下結締織ト同

様＝－ BCGデ尭疫サレテヰルト考ヘルナラパ，ソレハ大間違ヒデアリマス。此等 BCG海視ノ

肺ノ：尭疫聞係ガ不確デアルヨリモヨリ以上＝『此際ノ眼球菟疫ハ不確貰ナJレモノ」デアリマスo

是非トモ別個濁立的＝研究サレネパナラヌ fデアリマス。

抑モ BCG ハ他ノ尭疫兎ト同~ク皐＝諌防用＝ノミ限ラルベキモノデハナクシテ，『強防上＝

有殻デアル』トナレパ治療上＝モ使用サレテヨロシキモノデアリマス。ソレハ結局ソレガ作用

シタル局所組織乃至杢個韓ノ抗結接菌感染力ノ増強ヲ来スモノデアリマスカラ，或時ハ純強防

用，或時ハ草＝治療用，マタ或時ハ同時同所＝於テ議防治療用エモナfレモノデア‘リマス。

ソレ故＝臨床貴地ノ観賭カラデモ賓験的眼結接ノ強防治療設果ヲ指標ト嬬シテ BCGトしコ

クチヂン1トノ技力ヲ比較スルコトハ必要ナコトデアリマス。 IWチ烏潟教室ノ研究デハBCGデ

達成シ得タル賓験的眼結按＝於ケル最大強防殻果ヨリモ本格的ナル BCGLコクチヂンIJ方ガ

殻果ノ優秀ナルコトガ明白＝立詮サレテヰルノデナリマス。

L賓験的眼結接ナドノ所見デハ結按発疫元ノ殻果ノ比較＝ハ役＝立タヌ 1ト言ハレタ今村教授

ハ眼球ハ眼球以外ノ杢個瞳ノ発疫トハ趣ヲ異ニスルモノデアルトノ事貫ヲ如何ニシテ認識サレ

マスカ。マタ眼球兎疫＝閥シテモ亦タ BCGデナクテハナラヌカ否カノ吟味ヲ如何＝シテ賓験

ナサレマスカ。

今村教授ノ；護表デハ日本人＝－ BCGヲ使朋シタ結果『大韓＝於テ BCG接種ニヨリ護病ヲ少

クシテヰル云々』（日本臨床，第一巻，第一披，第16頁）ト報告サレテヲリマスガ， BCGヲ接種

サレタ者ガ少シモ譲防接種ヲ受ケテヲラヌ者＝比シ大ナリ!J、ナリ抗結接感染力ノ増強ヲ示スデ

アロウ事ハアレ程ノ喧侍デ最初カラ判リ切ツテヰル事デハアリマスマイカ。

ソレ＝針シテ例ヘパ BCGトAO或ハLコクチヂン寸トノ数果ノ比較ヲ示ストカ，或ハマタ

例ヘパ BCG0.01麗注射班， 0.03麗乃至。，05麗注射班ノ；護病率ハ各々何%デアJレカヲ検シ， BCG

ノ用量ノ遁加ニ蓮行シテ裂病率モ亦グ逓減スルガ，併シ BCG用量ガ O,N麗以上＝ナルト一旦

最小限度ニマデ低下シタ護病率ハ却ツテ増大スルトイフヨウナ事賓ヲ突キ止メ，ソレ＝依リテ

BCG注射ナル原因ト裂病率低下ナJレ結果トノ間ノ因果関係ヲ明示内 且ツ BCG＝－ ヨリテ達

成シ得ル護病寧低下トイフ結果ノ最大程度（邸チ最小限度ノ護病率）ヲ確定的従ツテ至宝三三

樫皇女モ定メルコトガ出来タナラパ何 Y位報告ノ｛買値モ高マリ，世用エモ立ツヂアロウカト甚

ダ惜シキ事＝存ズル究第デアリマス。

烏潟ハ人間＝就テBCGトLコクチヂン寸トヲ比較スル機舎＝裏マレナカツタ Jヂアリマス・H,
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モシソレガ許サレテ居ツタナラパ必ズ前遁ノ：如キ方針＝テ比較研究ヲ行ヒ BCGトLコクチヂ

シ1 トノ極量トゾレニ依ル最大殻果トヲ定メテ雨者ノ優劣ヲ人間＝就テモ明示シ得タヨト、信

ジマス。動物貰験ニテハ既＝前述ノ方針ヲ以テノ比較研究＝依リテ BCGヨリモLコクチダン1

J優秀ナルコ Fガ立詮サレテヰルノハ会表シテアル遇リデアリマス。

以上デ今村教室ガ BCGヲ主張スル根擁ハドノヨウナモFデアルカ， マタ烏潟教室ガ BCG、
ヨリモ BCGLコクチヂン1 ソノ BCGLコクチヂン 1ヨリモ人型結接菌Lコクチグン寸ヲ優レタ

ルモノトシテ主張スJ（.，根擁ハドノヨウナモノデアJレカノ大綱ff明カ＝サレタカト存ジマス。

今村教段ハ『結接兎疫＝於テ種々ナル抗韓ノ；如キハ不感性発疫トハ密接ナ闘係ハナイ……共

故＝結接兎疫ヲ詮明スyレノ＝ハ・…一感染試験ガ最モ大切デアツテ之ヲ除イテハ結核発疫ノ如何

ヲ論：；：－得ナイノデアル』ト遁ペテ居ラレマス。

{if=シ本来『不感性発疫』ナドト稿スペキ尭疫ハ無イモノデアツテ，共賓ハ一方ニハ個韓ノ菌侵

入組織及ピ血液ノ先天的抗菌作用乃至ソノ；後天的増加程度ト他方＝ハ侵入菌ノ病原性（質）及ピ

量トノ相互関係デ種々ナル階梯（0ョリ∞迄ノ） l 感染叉ハ種々ナル階梯ノ抗感染結果ガ費現ス

1レモノデアリマス。ソレ故.：：.BCG J一定用量ト感染菌ノ一定ノ質及ピ量＝ヨリ甲個樫＝テハ

所調不感染禿疫デモ乙，丙，丁デハ種々ナJレ程度ノ感染ヲ起スノガ普通一般ノ：事費デアリマス。

ソレ故＂＇＂ .L免疫寸トイフノハ今ヤ歴史的ノモノ’デアツテーツノ遇俗語＝下落シ，共代リ.＝.L先天

的ノ抗菌力1 トカL後天的ノ抗菌力ノ増加1トカイフ概念ト置キ換へラルベキモノデアリマス。

印チ感染不感染ハ其時ノ菌ト個膿トノ；相互関係ノ如何＝ヨルモノデアツテ所謂免疫ヲ論ズル＝

ハ決シテ絶針的ノモノデハナイノデアリマス。金一三歪盛翠ハfil雪ノ1事カ韓基望ノ：馬カノ判定＝

苦シミガアリマスカラ．ソレヨリモ感染程度ガ最小トイフ所見ノ方ガ免疫ヲ判定ス凡上＝於テ

貴重ナルモノデアリマス。全Z亙盛塗ノ所見ハ共際＝組織液ノ抗鰐含量ガ最大ナリトノ検査ノ

結果ヲ得ル＝及ピテ初メテ意味ヲ矯スノデアリマス。

所謂不感性発疫ト呼パレル事費ノミヲ指標＝シテヰルダケデハ先天的ノ抗菌カヤ発疫元接種

ノ結果トシテ後天的＝獲得サレタ抗菌力ノ増加程度ヤ或ハ一個韓中＝於テ各種組織ノ抗菌カノ

程度ガ一様デアルカ匝々ヂアルカノ詮明ハ不可能ト申シテモヨイデアリマス。此等ノ目的＝ハ

感染費験ノミデナク各種組織液ノ抗菌カヲ直接＝「興ヘラレグル商』＝就テ検費セネパナラヌモ

ノデアリマス。印ミF抗菌性物質（抗鰹）ノj肯長ハ感染所見ト必ズ並行的ニ検費サレネパナラヌモ

ノデアリマス。

個鴨ノL抗菌力1ハ侵入商ヲ生活上弱メル或ハ殺ス，侵入菌ヲ食喰スル，匂閏スJI＞或ハ逝＝侵

入菌ヲ膿外へ排除スル，共他マダ吾々＝ハ未知ナルベキ種々ナル作用ノ綿合的ノ結果＝蹄スル

モノデアリマスガ，此中デ試験管内＝テ数字的＝立詮可能ナル組轍液（血液モ組織ト見ル）ノ抗

菌作用ハ喰菌，凝集，櫓容等ソノ何レノ指標ヲ以テシテモ， L各種ノ抗菌力寸或ハ L各抗菌作用

ノ綿和寸ヲ代表スルモノト考ヘテモ決シテ失営デハナイノデアリマス。

<' 
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ソレ＝マタ『結接克疫元（例ヘパ BCG）ヲ使用シタ』トイフ事ト『生結接菌ノ；或ル微量デハ感染

シナカツタ』トイフ事h 此ノ二ツノ事寛ノ間＝因果闘係ヲ詮明セントスル揚合ニハ車＝し感染

シグI L感染シナカツタ1トイフ所見ノミデハ不十分デアツテ，必ズ同時＝同所＝於テ『抗結接

菌抗髄ノ：増加Jガ立詮サレルカ，マタソレガ血中ヤ遠隔ノ組織中デ、ハ如何＝ナツテヰルカヲ検

査セネパナラヌモノデアリマス。至盛丞トイフ所見ダケデ兎疫ヲ論ゼントスルノハ無理デアリ

マセウ。

ソレニ一度デモ生菌感染賞験ヲ途行サレタ個腫ハ殻力ヲ検査セント敬スfレ結接克疫元ノ接

種以外＝更＝生結核菌ヲ接種サレグコトニナリマスカラ，ソレ等ノ個韓ハ同一ノ試猷群＝属ス

ルモノデサヘモ各々不定ノ兎疫鹿置ヲ受ケグルコトニ相成リマスカラ，二度ト再ビ尭疫賓験ニ

使用サレマセン。印チ同一個煙ニ就テ某ナル結接尭疫元ニヨリテ後天的＝獲得サレル尭疫程度

ガ何個月デ最大＝撞シ，何個月デ清退スルカ，或ハ6個月モ経過スルト先天性ノ抗菌作用以下

へ迄モ低下スルカ（玩＝烏潟教室及ピ青柳教室ヨリノ立誼アリ）ナド J賠，自Pチ兎疫獲得程度ノ

消長，持績期間等ハ組織液ノ抗菌作用ヲ検査スノレ方法デナケレパ到底論究スルコトガ出来ナイ

ノヂアリマス。感染費験ダケデソレガ出来ルナラパ今後今村教室デヤツテ御見’セ下サイ。

卸チ感染賓験ハ勿論必要デアリマスガ，ソレト並行的＝是非トモ血液ノミデナク『各種組織

液ノ試験管内抗菌作用』ヲモ研究セネパ所謂兎疫ノ事ハ論ズル語＝ハマヰラヌモノデアリマス。

従来今村教室カラハ大マカナル感染試験ガ護表サレテヲリマスケレドモ，同時＝組蟻液ノ抗

結接菌抗躍ガ感染試験ノ所見ト如何ナル闘係＝ナツテヰルカ，果シテ雨々一致連行スルカ否カ，

ナドノ研究ハーツモ褒表サレテ居マセン。

’烏潟教室デハ此ノ双方ニハ密接ナ闘聯ノアルコトヲ詳細＝研究シ共ノ都度護表シテアリマス。

感染試験ハ必要ナモノデハアリマスガ，共ノ所見ェハ質的量的＝種々雑多ナル他ノ僚件ガ不

定＝附帯シ易イノデ， ドウモ毎常一律＝顕現サレ難イ恨ミガアル。従ツテ生菌感染＝封スル組

織ノ抵抗力（俗＝所謂克疫）ヲ判定スル指標ヲ数字的曲線的＝表示スルコトニハドウモ満足ヲ得

ラレマセン（後文第一闘参照〉。従ツテ感染賓験ノ結果ダケデ因果関係ヲ明白＝ス／レコトハ容易

デアリマセン。±一騎張リノ指標デハ杢ク無理デアリマス。ソレ故ニ今村教室ノ賓験デハ尭疫

程度ノ鮮明ナル境界モ， BCGノ極量モ， BCGノ極限的ノ尭疫設果モ，尭疫ノ持続期間モ，共

J消長モ，一定ノi経過後＝兎疫程度ガ BCG諜防注射施行直前ノ正常値以下へ迄モ低下スルカ

否カノ！貼モ，一切判ラズ＝居ル有様デアリマシテ，車＝『BCGニハ相営＝克疫殻果ガアルグ』

位ノ事ダケ＝止ツテヰルノデアリマス。

是ト申スモ主主モ組織液ノ抗菌作用ト感染賓験結果トノ相互関係ガ研究サレテ居ラヌカラデア

リマス。互支ヂ抗菌作用トハ組織液ガ結核菌ヲj容解シタリ殺シグリスルコトデアルト御考へ＝ナ

ラナイデ下サイ。如何＝理解スベキカハ烏潟教室ノ護表デ御舎得下サイ。ソレヲ精譲サレ，

マタ自ラ研究サレノレト結接兎疫ノミ＝限ラズ一般＝売疫ヲ論ズ／レ＝ハ感染賓験ノミデハダメデ
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アツテ是非トモ組織液ノ抗菌作用ヲモ並行的＝研究セネパナラヌモノデアル，マタ此ノ研究結

果ハ感染賓験ノ如ク＝雑僚件＝テ筒Lサレ／レコトモ少ナク，且ツ因果関係ガ感染賓験ノ所見（±）

ヨリモ数字的曲繰的ニ表示サレ得ルノデ，立詮債値ガ感染賓験ヨリモ却ツテ大デアノLコトナド

モ明瞭トナリマス。マタ同一個臆ニ就テ俗＝所謂菟疫ノ推移ヲ論ジタリ，局所組織ノ兎疫トさを

個樟（血液）ノ免疫トハ如何ナル聞係ニ立ツカ，肺‘肝・牌・腎等個k ノ！臓器ヤ組織ノ免疫程度

J、如何ナルモノテ’ア！l；カナドノ！勤モ明瞭＝判定サレノレノデ免疫ヲ論ズル＝ハ是非トモ必要ナル

研究方法ノーツデアルコトガ御分リ＝ナルカト存ジマスo

『抗慢ノ如キハ免疫トハ密接ナ閥係ハ無イ』トノ言ヲ敢テシタ今村教授ノ賃験記録＝ハ必ズ

Lツベルクリン「皮内反臆ノ所見ガ同居＝ナツテヲリマスガ， ソレハ勿論感染試験トハ見倣サレ

マスマイ。マタLツ寸反臆陽性＝ナツタトカナラヌトカ， BCGヲ多量＝揖取スル程著明.＝.Lツ1

過敏性ヲ示スナドト遁ペテキ／レノハ何ノ：馬デアリマスカ。感染賞験ノ所見ト雨k相待ツテ結緩

尭疫ノ如何ヲ論ズル鵡デハアリマセヌカ。ソレナラパ今村教授モ感染賞験ノ所見ノミデナシ＝

異紙克疫的所見＝属スルしツ「反臆ヲモ重要ナル指標ノーツ＝加ヘテヰルノデハアリマセヌカ。

遊デ問題ハ」ツ「反日産ト抗結緩菌食喰作用，凝集反臨，特＝抗結核菌培容反臆トソノ何レガ果

シテ結稜免疫ヲ論ズル上＝於テ重要性ヲ持ツカト申スコト＝ナリマセウ。

今村教室護表（結按，第6巷，第417頁以下）ノLツ1反臆ノ程度ヲ BCG試獣1頭＝於ケJt・＋ノ

卒均値トシテ示シタル＝第1表ノ結果トナリマシタn
／ 

第 1表 BCGノ用量hツ1反臆トノ翁比（今村教室設表）

BCG用量（庖） 1ヶ月後感染貸験前Lツ可反臆 ｜ 原 表 海 1冥ノ数

0.001 -0.5 第10表 4頭平均値
0.01 2.25 第9表 4頭卒均値
0.2 2.00 第8表 7頭卒均値
1.0 1.90 第7表 9頭卒均値
5.0 2.07 第4,5, 6表 14頭卒均値
10.0 1.00 質事2,3表 11頭平均値
20.0 2.17 第1表 6頭卒均値

マタ同護表第14表（向上，第450-451頁）ノ記録デハ第2表ノ結果トナリマシグ。

第 2表 BCG 用意ト種々ナル経過後＝於ケルLツ守反臆トノ：封比（今村教室量産表）

BCG用量（題） BC G注射ヨ九ツ可反膝
Lツ1反/RR陽性皮 ｜海 5冥 数マヂノ経過日数

0.01 60日 2.0 1頑ノミ
1.00 60日 2.0 1頭ノ主
5.00 20, 30, 30, 60, 60, 90 J:I 2.17 6頭平均値
10.00 20, 30, 30, 60, 60日 2.2 5ii瓦平均値
20.00 30, 60日 Vi 2頭平均値
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コレデハ『BCGヲ多量＝接種ス／レ程著明.＝：.Lツベルクリン寸過敏性ヲ起ス』トノ今村教室ノ結

論（前出，第454f'Vハチト無理デハアリマスマイカ。 LBCG接種寸トイフ原因トしツ反鷹陽性1ト

イフ結果ト J間＝自然科皐ガ要求ス／［..因果闘係ノ立詮ナドチツトモ出来テヰナイデハアリマセ

ヌカ。共ノ傾向（痕跡）サヘモ見出シ鏡ネルデハアリマセヌカ（更＝第1闘曲線Iヲ見ヨ）。

BCG ソレデハJ強防注射量トしツ1反臆トハ一致連行セヌコトハ御覧ノ如クデアリマスガ，

感染試験ノ所見直Pチ獲得サレタル克疫程度トナラパしツ寸反膳ハ一致運行致シマスカ。

烏潟ハ今村教室ノ感染賓験記録カラ 第一）百分ノー麗ノ結按菌ヲ注射サレタル BCG海撰

腹壁皮下＝於ケル3週間目ノ所見，第二）剖検上肺・牌・肝ノ結按世襲化ノ綿和ヲ海探1頭＝劃ス

Iレ土ノlJ£均値ヲ以テ表示シタル＝第3表ノ結果ヲ得マシタn ソコデ第1表，第3表ノ所見ヲ曲線

ヲ以テ示シタ／レ＝第1圃トナリマシタ。

第1固デ曲線Eハ百分ノ一躍ノ生結按菌ヲ皮下へ注射サレタ局所＝テ示現サレタ 1t.. BCG用

量トソレエ依リテ獲得サレタ／［..皮下結締織中ノ抗結按菌作用トノ閥係ヲ示スモノデアリマスガ

BCG用量5.0麗（曲線ノ走行カラ察スレバ5.0麗以下）ニテ最大発疫程度ガ護現シグト推定サレ，

BCGノ用量トLツ1反膝並＝克疫獲得程度トノ関係ノI吟味（今村敬室ノ愛表＝ヨ Fレ．

第1表， a第3表参照）

第 1圃
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ーー→BCGノ用量（届）（紙幅ノ関係上翻度ヲ任意トナセ I))

I=BCG海狼／ Lツ1反鹿陽性程度ヲ示ス曲線
I＝向上1/100騒結核菌局所皮下結締織ノ抗感染力ヲ示ス曲線
I＝部l検＝テ確メラレタ 11.BCG海狽肺・牌・肝ノi結核感染程度乃抗感染力ノ線、和ヲ示ス曲線
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第 5表 BC G重量防注射：庶トl/lOO!t量生結核甫注射皮下結締織守週間後ノ感染程度及ピ
余震O.Ollllll庖ノ生結核菌ヲ腹壁皮肉ケ所へ分割注射スルコトニヨリテ感染7
企テラレタル BCG海狽ノ窃j検＝ヨ 9テ示サレタル肺・牌・肝ノi結核感染程度ノ線
利トノ閥係（今村教室設表）

BC G用 染1核／1菌00程局盾所結度感
剖検J~ ノ内臓結核費化

肺ノi，結牌核，肝程
量（庖）

原 表 原表
肺 牌 肝 度ノi階、利

0.001ケ 2.8 第10表， 4頭卒均 0.5 2.0 1.25 第10表2 3.75 

0.01 月 1.5 第9表， 4頭卒均 0.5 0.0 0.0 第9表2 0.5 

0.2 後感 0.7 第8表， 7頭平均 0.56 2.0 0.86 第8表2 3.42 

1.0 
染質

0.44 第7表， 9頭平均 0.56 0.33 0.11 第7表2 1.00 

0.67 1.33 0.67 第第6犠表22 5.0 験 0.0 第4,5,6表，14頭平均 0.00 0.6 0.2 

10.0 0.86 第2,3表， 11頭卒均 1.14 0.71 0.29 第2表2 2.14 

20.0 1.17 第1表， 6頭平均 0.2 1.6 1.6 第1表2 3.4 

海狽ノ］攻

4 

4 

7 

9 

11 

7 

5 

ソレ以上ECG用量ヲ10.0-20.0麗ト増加シタル＝菟疫獲得程度ハ却ツテ逆＝減少シテ行クコト

ヲ示シテ居リマス。

第 1岡曲線Eハ剖検デ判明シタル肺・牌・肝ノ結核感染程度ノ綿括的所見デアリマスガ，コレ

デハ ECG用量1.0麗＝テ最大兎疫程度＝達シ， ソレ以上ノ ECGノ用量デハ免疫ノ達成ガ却ツ

チ漸減シテヲリマス。±ノ組ミ合セニテ表示サレ且ツ又頗1レ組大ナル感染貫験ノ結果デハアリ

マスガ，ソレデモ大瞳＝於テ原因ト結果トノ闘係ガ示現サレテヲリマセウ。

曲線EF中デ？ヲ以テ注意シテア／レ部ノ所見ハ共佳受ケ入レルコトノ出来ヌモノデアツテ，

何等カノ雑事項＝テ撞キ筒Lサレタモノニ相違アリマセン。

感染試験ノ結果＝ハ斯クノ如ク往々雑事項ガ混入シ易キモノデアリマスカラ，ん乙と三三主~

盲信シテハイケマセン。感染試験ノ所見ガ果シテ正シキカ否カヲ吟味弓ル鑑査役ハ何者デアリ

マスカ。ソレハ第ー＝ハ感染試験ノ所見ヲ曲線デ表現スルコトデス。第＝ニハ感染試験ノ所見

下組織液ノ抗菌作用（帥チ抗樫ノ作用）トガ南々連行スルカ否カヲ研究スルコトデス。金設整穿

ノ研究＝ハ此ノ二ツトモスツカリ抜ケテ居リマス。ソレデアリマスカラ感染試験ノ所見中デ何

ノ部分ガ雑事項デ撞キ筒Lサレテヰルカモ判ラズニ居ルノデアリマスo 共他発疫皐上必要ナJ~ 事

項，特＝発疫元ノ極量ヤ最大発疫程度ナドモ皆目判明セズ＝情シテ居ルノタス。

第1固曲線EトEト＝ハ兎ニ角＝『BCG接種』トソレニ依リテ獲得サレタル『局所結締結→全身

性ノ莞疫』ガ因果関係ヲ見セテヰルノデアリマスガ，此際＝営リしツ寸反臆ノ所見（曲線I）ハソ

レ等CH, 目）トハ全然無閲係ナルコトヲ示シテヰルデハアリマセヌカ。何λガ此ノ結論＝異議

ヲ申立テ得マスカ。

抗結按菌抗韓ノ作用ハLツ寸反~ナ守ドトハ同格ナル現象デハアリマセン。 J鳥掲載室カラノ護表

ヲ御｜吟味下サイ。殆ンド一切ノ所見ガ曲椋ヲ以テ表明サレ感染試験ノ所見ト蓮行スルコトガ確

誰サレテヰJ~ ノミナラズ，更＝進ンデ感染試験ノ結果ヲ鑑査シ得ルモノデア／レコトガ示サレテ

ヲリマス。感染試験ト共＝.Lツ寸反臆ヲ検スルモヨロシイガ， ソレヨリモ先ヅ以テ抗結接菌抗開

ノ作用ヲ感染武験ト並行的＝検査研究シテカラノコトデアリマセウ。直言ヲ御宥シ下サイ。


